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はじめに

　本稿は1997～’98年に国際学術研究として「環日本海

における過疎問題の比較調査一韓国⑧中国薗日本を中心

に一」のテーマに基づいた科学研究費による研究報告の

一部である。本研究は北川泉島根大学名誉教授を研究代

表者とする研究グループの2回にわたる調査によって得

られた成果を基に，筆者の担当部分を報告するものであ

る。

　本稿の分析対象とした地域は，韓国南東部の慶尚北道

と慶尚南道の中山問地域である。過疎璽中山問地域問題

は，日本のみならず韓国，中国にも共通してある。本調

査研究の目的は，（1）韓国，中国，日本の三国に共通す

る過疎⑧山村問題の克服と環境維持機能や資源利用を満

足に実現しうる均衡ある各国国土の発展方策を明らかに

すること，（2）その成果を日本のあるべき政策に反映さ

せることによって，我が国の過疎⑧山村問題解決に貢献

すること，である。これに対し，筆者は，1960年代以降

の韓国農村の変化を歴史的に分析することによって，問

題点に接近していき，目的の一端を果たしたいと思う。

（一）日本蟹島根県の中山間地域

　韓国中山問地域の実態調査による分析を行う前に，日

本⑧島根県の中山問地域にっいて概観しておきたい。島

根県全体の農業に占める中山間地域のシェアーは高く（1〕，

米，畜産，野菜が3本柱となっているが，これら中山間

地域はおおくの問題を抱えている。特に，家族農業経営

の著しい空洞化現象，農地利用の後退現象，農業機械の

過大装備などが指摘されている。｛。）

　そこでまず平塚貴彦氏の分析に従って島根県の中山問

地域にっいて見ていくことにしよう。｛。〕平成7年国勢調

査結果によると，全就業人口中の農業の割合は，島根県

全体では11．9％（全国5．3％，中国地方7．5％）であった。

そのうち，中山間地域は14．1％（中問農業地域10．9％，

山間農業地域20．4％），中山問地域以外8．1％と，とりわ

け山間農業地域の割合が高くなっている。そして，いず

れも山問農業地域に属する4町村において農業の割合が

30％をこえている。こうしたことからも，中山問地域と

りわけ山間農業地域では，農業は依然産業上重要な地位

をしめていることが判る。

　「1995年農業センサス」によると，島根県農業におけ

る中山問地域のシェアは，農家数75．6％（全国42．4％，

以下同じ），経営耕地面積690％（382％），作物収穫面

積では稲66．4％（33．7％），野菜53．8％（32．9％），果樹

63．2％（46．1％），飼料作物76．5％（48．8％）などである。

飼料作物のソェアの高さがめだっが，それは大家畜ソェ

ァの高さに照応している。

　畜産では，乳用牛頭数66．2％（42．1％），肉用牛の肉

専用種の子取り用雌牛頭数90．9％（62．3％），豚52．2％

（311％），採卵鶏595％（307％）と大家畜のソェアが

高い。

　一方，平成8年の農業粗生産額のシェアω総額は70．9

％で，主要作物では米68．8％，野菜64．3％，果実64．1％

工芸作物74．7％，肉用牛87．6％，乳用牛71．9％，豚88．3

％，鶏卵90．8％，畜産計83．2％，などとなっている。以

上のことから，中山間地域の畜産への特化度の高さがう

かがえる。
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2 韓国中山問地域における農業と畜産業

　また，島根県の中山間地域における粗生産額の晶目別

比率は米（445％），畜産（285％），野菜（123％）の

順で，この3晶目の合計85．3％となり，島根県中山問地

域農業の3本柱を形成している。

（二）韓国の農業構造

　韓国におけるここ30年間の産業構造の変化をみてみた

い（。）。まず，1965年と，94年の比較で総人白をみると，

2870万5000人から4445万3000人に増加しているが，農林

業従事者は453万8000人から258万6000人に激減している。

経済活動人口は，’65年で875万4000人，’94年で2032万

6000人であるから，農林業従事者の占める比率は，559

％から13％になっているのである。

次に，韓国の専業⑧兼業別農業戸数の変遷を’65年と

’94年で比較してみよう。総農家戸数は，250万7000戸か

ら155万8000戸に減少，うち専業農家の減少が最も激し

く，227万5000戸から93万1000戸となっている。第一種

兼業農家も減少傾向にあり，’70年の48万8000戸から’94

年には23万7000戸となっている。しかし，第二種兼業農

家は’70年の31万4000戸から’94年には39万戸に増えてい

るのである。これを’70年と’94年でその比率をみると，

専業は677％から598％へ減少，第一種兼業は197％か

ら15．2％へ減少，第二種兼業は12．6％から25％へ増加し

ているのである。

　1965年以降のこのような農業従事者ならびに農家戸数

の減少傾向の中で，耕地面積，一戸当たり耕地面積の変

化を’65年と’94年で比較してみると，耕地面積は，225

万6000ヘクタールから203万3000ヘクタールに減少して

いるが，その減少の程度は農家戸数ほどおおきくはない。

従って，一戸当たり耕地面積は90アール（田51アール，

畑39アール）から1．3ヘクタール（田81アール，畑49アー

ル）に増大している。

　以上のような韓国農村構造をここ30年間の歴史的変遷

の中で位置ずけるために，30年間の韓国の農村政策との

関連でみてみたい。特に，1970年代のセマウル運動は農

村に大きな影響を与えたと思われるため，谷浦孝雄「韓

国における農村政策の展開一1970年代のセマウル運動を

中心に一」（。）に従って概観してみたい。

　1960年代までの韓国の農村は伝統的要素を色濃く残し

ながら，必要最小限，貨幣経済の波を受け入れ，適応し

てきた。従ってそれまで一般的であった定期市による物々

交換経済と自給作物中心の農業が当時の農村の姿であっ

た。

　1960年代における朴政権の重点政策は，工業部門の充

実であった。従って財政の多くは産業基盤の整備に投資

された。すなわち電力，輸送機関，水資源などの充実に

力を注ぎ，さらに肥料，セメント，鉄鋼など輸入代替産

業の育成に努めた。このような工業部門優先政策は，工

業化の進展により農村に滞留している過剰人口を都市に

流出させていった。その結果，農家人口は1967年まで漸

増してきたが，以後は減少に転じ，その傾向も年々加速

化していった。そして農業の停滞が目立つようになり，

食糧の輸入依存，農工間の所得格差の拡大が政策的批判

の対象になった。1971年朴大統頷の時に開始された「セ

マウル運動」は，このような農業停滞にたいし，財政負

担なしに農業発展を計り，農家所得を増大させる運動と

して展開された。その第一に考えられたのは，農閑期の

遊休労働力の活用である。韓国の農漁民が貧しいのは，

秋の刈り入れ以後春の種蒔きまでの約5か月間，就労せ

ず無収入であることに大きな原因があるとし，村落単位

で話し合い，所得増大にっながる事業計画がまとまった

ならば，政府も応分の支援をするというものである。

　セマウル事業の主なものは，生活環境改善（屋根改良，

上下水道施設の整備，道路整備等），治山緑化，生産基

盤造成（開拓，水利事業等），所得増大事業等である。

　なかでも治山緑化事業は自然環境を復元し，将来にわ

たる目に見える大きな成果である。

　韓国における山地または山林に対する伝統的な考え方

は，「無主公山」（。）と言う言葉によく表現されているよう

に，山林には特定の所有者がなく，たとえあってもその

利用にっいては排他的であってはならず，周辺の住民は

だれでも自由に入山し，伐採することができるというも

のである。このような憤行のもとでは植林は励行されず，

山林は自然のまま放置されたから，人口増加や時折の災

害のたびに，伐採の手が次第に奥地へと伸び，山地の荒

廃を促進した。さらに農村共同体の脱落者によって行わ

れる焼き畑農菟。）は，奥地から山地を浸食していったの

である。朴政権によって1970年代以降植樹と山林保護が

強力に推進され，今日のような緑の山ができあがっていっ

た。

　セマウル事業の中心となっているセマウル所得事業は，．

1971年に開始されたセマウル運動によってはじめておこ

なわれたものではなく，すでに1968年から進められてい

る農漁村所得増大特別事業（以下農特事業）を引き継ぎ，

1975年にセマウル運動に統合されたものである。

　第　期農特事業は全国90か所の団地を選定し，養蚕，

畜産，商晶作物栽培などを地域農民が協同で行うことに

よって，農家所得の増大を言十ろうというもので，所要資

金470億ウオンのうち公的楠助16％，融資60％，農民の

sokyu
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4 韓国中山間地域における農業と畜産業

4696戸となっている。従って圧倒的数の中核農家を擁す

るのは慶尚北道ということになる。

　さて，我々は，’97年と’98年に慶尚北道金泉市大徳面

中山里に入り，道，市，面の行政機関から資料を入手す

ると同時に，10人をこえる農民から聞き取り調査をし，

さらに中山里の悉皆アンケート調査を面役場の協力を得

て行うことができた。

　金泉市は’95年大徳面の属する金陵郡と合併して人口

15万1807人となっている。日本の石川県七尾市とは姉妹

都市の関係にある。産業構造を生産額比率で示すと，第

1次33．6％，第2次34．4％，第3次32％となっているが，

28人の市会議員のうち16人は農業を営んでおり，’95年

の人口の半数をこえる7万8063人が農業人口であること

から，農業を主体とした地方都市といえる。

　’80年の金泉市の人口は約5万人であったが，周辺村

を合併後の’95年の人口構成は，旧市部が8万人，旧郡

部が7万人で合言十15万人強となっており，旧市域の人口

は増加しているが，全体的に人口は減少している。従っ

て，旧郡部農村の人口が大きく減少していることになる。

　第1表は総人口，農家戸数，耕地面積と一戸当たり耕

地所有面積を年次にみたものである。’80年から’95年ま

での15年間に人口は約2万6000人減少している。この問

農家戸数の減少が5542戸であるから，市全体の人口減少

は農村人口の減少によるものであることを示している。

さらに15年間で耕地面積も2702ヘクタール減少している。

特に山村で放置され荒れ地となった土地が多いと推定さ

れる。耕地の減少にもかかわらず，農家戸数の減少が一

層激しいため，農家一戸当たり面積はかえって増え，

O．86ヘクタールからO．99ヘクタールになっている。

第1表　金泉市域の総人口と農家戸数紬耕地の変遷

第2表　金泉市の農作物別面積と生産高（1995年）

作物別 面　　積 比　　率 生産量
米 6，816ha 89．0％ 32，240t

麦　　類 15 0．2 35

豆　　類 562 7．3 809

薯　　類 157 2．0 2，918

雑　　穀 112 1．5 210
言十 7，662 100 36，212

資料は1997年金泉市発行パンフレット

　第2表は金泉市の農作物別面積と生産局である。資料

が作物を農作物と商晶作物に分けてあるので第3表に商

品作物別耕地面積と生産量を掲げた。ほほ52％が水田，

48％が畑となっているから｛m，水田稲作を中心として，

畑地に豆類を作り，商晶作物として，ぶどう，リンゴな

どの果物を栽培し，次いですもも，まくわうり，タマネ

ギなどを主産物としている。米の生産高は1ヘクタール

当たり4730キログラム（10a当たり約8俵）である。

’96年の統計では10a当たり506キログラムであり（川，こ

れは日本の山陰地方の米の生産高とそれほと変わらない。

ぷとうは全国生産の11％，道内生産の39％を占めるに至っ

ている。また，すももの生産も全国の23％を占め，特産

となっている。

年次

1980

1990

1995

総人口
177，967人

151．898

151，807

農家戸数

21，618戸

18．052

16，076

耕地面積

18，659ha

16．746

15，957

1戸当面積
0．86ha

0，93

0．99

資料は1997年の金泉市発行パンフレット

第3表　金泉市の商品作物別耕地面積と生産量（1995年）

作物別 面積ha 比率％ 生産量t

ブドウ 2，263 30．9 49，786

リンゴ 1，908 26．0 14，036

すもも 667 9．1 7，837

まくわうり 547 7．5 18，392

タマネギ 479 6．5 29，689

煙草 251 3．4 513

とうがらし 292 4．O 634

にんにく 146 2．O 1，260

ご　ま 273 3．7 162

も　も 203 2．8 3，120

な　し 204 2．8 2，806

トマト 49 0．7 2，171

人参 29 0．4 22

桑 18 0．2 3
合　　計 7，329 100

㈱　原資料の面積合言十は6，311haとなっていたが訂正している

　資料は1997年の金泉市発行のパンフレット



第4表　金泉市の主な家畜（1995年）

相良　英輔

家畜別 飼養戸数 頭　　数 1戸当り頭数

韓　　牛 　　一4，059戸 22，043 5．4

乳　　牛 154 5，473 35．5

豚 151 32，063 212．3

鶏 378 2，234，467 5911．O

黒やぎ 485 15，443 31．O

し　　か 65 977 15．O

㈱　しかは角を薬にする。

　資料は1997年金泉市発行のパンフレット

　第4表に金泉市の主な家畜の飼養戸数，頭数，一戸当

たり頭数を示した。後述する陳川郡と比較すると，韓牛

の頭数は約半分であり，豚は三分の一である。人口の少

ない山間部で韓牛や豚など大型の家畜が飼われていると

推測される。しかし鶏の数は金泉市の方が圧倒的に多く，

陳川郡のほぼ10倍である（1。）。金泉市の農家の農業機械保

有数をみると，｛1。）約8割の農家が耕転機を所有し，トラ

クターについては7％の農家が言十132台を保有，田植機

にっいては，2602戸，16％の農家が所有している。従っ

てかなり機械化も進んできたといえよう。

　さて，我々調査団は金泉市の農村として大徳面を選び，

’97年と’98年に調査に入った。大徳面の人口の変遷を見

ると，’80年6345人であったが，年々減少し，’96年には

3588人となっている。大徳面は’94年まで金陵郡に属し

ていたが，’95年金泉市に合併した。’96年の世帯数1167

戸のうち，農家878戸，非農家289戸である。（、。）’90年の

「農業センサス」（1。）の農地所有規模別農家戸数をみると，

大徳面は963戸のうち最も多いのは1～！．5ヘクタールの

264戸である。次いで0．7～1ヘクタールの223戸となる。

O．7～1．5ヘクタールの規模は5割をこえている。これは

金陵郡の他の面も同様の傾向にあり，農村の中核的農家

の農地所有規模といえる。

　’98年の大徳面の土地利用状況を見ると（役場資料），

9907ヘクタールのうち，田630，畑413，果樹園65，林野

8247，その他552（それぞれ単位はヘクタール）となっ

ている。田畑果樹合計1043ヘクタールで，農家戸数878

戸で割ると，一戸あたり平均の耕地優果樹面積は，1．26

ヘクタールとなる。しかしこれは台帳面積で，・休耕地も

少なくなく，実際耕されている耕地はこれよりやや少な

くなる。主な作物別耕地面積をみると，米418ヘクター

ル，タマネギ124ヘクタール，たばこ49ヘクタール，ぶ

どう40ヘクタール，リンゴ22ヘクタール，にんにく11ヘ

クタール，野菜8ヘクタールとなっている（1。〕。これらの

数字から大徳面は米作を中心として，畑にたまねぎ，た

5

ばこなどを作る農村であることがわかる。’98年の役場

の面長の話では，生産米の50％は政府買い上げであるが，

これは民間への販売価格より10％ほど高く，この二重価

格制度の下で，政府は生産者買い上げ価格より消費者価

格を安くしているため，近年赤字幅を縮小するため，政

府買い上げを減少させっっあるという。

　さて，今日でも人口の減少傾向は続いているが，かっ

ては都市と農村の所得格差の大きいことが，人口流出の

原因であった。しかし近年はそれに加えて，子供の教育

を理由に都市に引っ越す者が多いという。農村で生活し

ていて，大学に進学した子供に学費を送金することは農

村の現金収入の少なさから困難である。従って子供の進

学先に一家で引っ越すというのである。これは他の調査

地でもしばしば聞いた。しかし，’97年の韓国外貨準備高

の減少を契機にした不況により，都市から帰農する者も

でてきた。この大徳面でも’97年に4戸が帰農している。

　さて，我々は’97年と’98年の2回にわたり，大徳面の

中山里で10人をこえる農民たちから数時間にわたり話を

聞くことができた（1。）。中山里は戸数53戸，うち非農家は

5戸である。一戸当たり平均耕地所有面積はO．9ヘクター

ルであるが，主な作物別耕地面積をみると，米33ヘクター

ル，りんご，ぶどう，梨，葉たばこがそれぞれ2ヘクター

ルという。畜産については，肉牛を3戸がそれぞれ15頭

づっ飼い，累山羊100頭を1戸で飼っていた。

　筆者は1941年生まれの李山恭氏から彼の農業経営にっ

いて詳しく聞くことができた。李山恭氏は公務員になる

希望をもっていたが，父が死んだことから家長になり、

農業を嗣いだという。父から家長を嗣いだ時，田地2000

坪，畑500坪，牛一頭と家1軒が一家の財産であった。

農協から借金して少しづっ経営規模を拡大し，’98年現

在，田3000坪，畑3ヘクタールを耕作している。但し，

畑の0．7ヘクタールは都市へ出ていった人からの借地で

ある。収穫物の3分の1を小作料として払う。2ヘクター

ルに葉煙草，1ヘクタールに玉ねぎを作っている。他に

肉牛15頭を飼い，蜜蜂10箱の養蜂家でもある。

　20才前に結婚し，57才の現在，都市で本屋を経営する

37才の長男，釜山で呉服商を営む31才の次男，次男の店

で働く25才の3男，会社員に嫁いだ36才の長女，昨年

（’97年）結婚し，食堂を経営する26才の次女がいる。5

人の子供が皆独立し，孫が長男のところに2人，次男の

ところに1人，長女のところに2人いる。家には母と妻

の3人で住んでいる。

　3000坪の水田からの生産米のうち50％は政府買い上げ

米で，残り50％のうちの70％は子供たちに送り，30％が

飯米になる。10アール当たり籾600キログラム（玄米400
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キログラム）を生産するが，1俵（籾40キログラム）当

たり政府買い上げ価格は昨年同様4万9000ウォンであっ

た（2年前はこれより3％高かった。なお，慶州山内面

においては，1俵（カマス）玄米80キロクラムで米価は

14－15万ウオンと聞いている）。

　玉ねぎの収穫期には，2～3日で収穫せねばならない

ため，1日40人ほど雇用することになる。

　李山木家は母と妻の3人の労働力しかないため，年間

のべ200人を雇用しているが，その内訳をみると，30才

代33人（内女性28人），40才代41人（内女性36人），50才

代53人（内女性46人），60才代73人（内女性63人）となっ

ている。50～60才代の女性が109人と過半を占めている。

またこれら雇用労働者は，中山里出身者が95人，中山里

以外から来ている者が105人である（李山恭氏からの聞

き取りによる）。この例から農村における雇用労働の実

態を伺い知ることができる。李山本家の雇用労働者はす

べて通いであるが，1日8時間労働で，賃金は，昼食，

間食ヨタ食付きで，男性はタバコもつけて，1日4～5

万ウオン，女性は2万5000ウオンを支払っている。10アー

ル当たり1俵20キロのものが300～400俵とれる。高価格

の時は1俵1万ウオンしたが，今年（’98）は5000～

6000ウオンにしかならないという。

　葉煙草はすべて政府買い上げであるので，収入は安定

している。しかし，2001～2002年までに煙草は民営化さ

れる予定で，葉煙草の価格も今までどおりにはならない

であろうと予測していた。

　李山恭家は，畜産業として韓牛15頭をかっているが，

内訳は牝牛成牛8頭，若牛3頭，子牛5頭となっている。

人口受精によって子牛を生ませ，育てて売る繁殖牛の飼

育である。成育牛は’96年以前200万ウオンはしていたが，

今70万ウオンに暴落しているという。従って1頭当たり

50万ウオンの赤字になっているという。生まれた子牛は

6ケ月育てて販売するが，価格の暴落している今1年前

の3分の1の価格となり，牡牛は30万ウオン，牝牛は20

～30万ウオンで売っている。

　韓牛飼育が大幅な赤字に陥った要因は，第一に数年前

まで高度経済成長のもとで需要が伸び，価格が上昇して

いたので，畜産農家が飼育頭数を増やしていったこと，

第二に’97年の外貨準備局不足の中でI　M　Fの援助を受

けて緊縮財政を強いられ，不況の中で賛沢晶である韓牛

肉の需要が急減し，価格が暴落したこと，第三にウオン

の下落で輸入に頼っていた飼料代が暴騰したことなどに

よる。

　李山恭氏の農畜産業経営を概括すると，まず米作は労

働力が少なくてすむので，一族の飯米を確保して残りの

5割を政府買い上げ用に出荷し，多少の粗収入を得る。

そして韓牛の畜産業では赤字をだしている。従って，生

計を支えているのは，葉煙草と玉ねぎの生産といえる。

　李山恭氏の村はすっかり過疎化してしまい，李氏の5

人の子供も皆村からでていった。李氏が将来のことをど

のように考えているかを聞いてみた。彼は後継者を敢え

て望まず，子供に頼らず，人を雇って農業を経営し，長

男が年老いたとき，帰ってくることを期待していた。長

男が帰ってきたら，過半の財産を譲り，残りを他の子供

に平等に分配するのだという。

（四）慶尚北道慶州市山内面牛羅里

　我々調査団は’97，’98年の2回にわたり，慶州市山内

面牛羅里の調査を行った。牛羅里にっいて具体的に分析

する前に，慶州市と山内面の農業にっいて概観しておき

たい。慶州市は’98年人口約28万9000人であり，韓国有

数の観光都市である。

　第5表は慶州市の1995年耕地規模別農家戸数である。

O．3～O．5ヘクタールの比較的小規模な農家が最も多く，

1．0～1．5ヘクタールの中核農家は2番目に多い。O．1～0．3

ヘクタールの零細農家も第4位の戸数であり，その数は

無視できないものとなっている。観光地，山問地を抱え，

兼業や多岐にわたる副業によって生計をたてている者の

多いことを窺わせる。

第5表　1995年慶州市

耕地規模別農家戸数

第6表　1995年慶州市

肉牛飼育規模別畜産家戸数

規模別

耕地無所有

0．1ha未満

O．1～0．3

0．3～0．5

0．5～O．7

0．7～1．0

1．0～1．5

1．5～2．0

2．0～2．5

2．5～3．0

3．0～5．0

5．O～10，0

10．0ha以上

計

農家戸数

　470

　218
3．152

3．645

3．149

3．582

3．622

1．764

　843

　438

　481

　73

　　8
21，445

『1995年農業センサス』による

頭　数

1～2

3～4
5～6

7～9
10～14

15～19

20～29

30～49

50以上

計

畜産家戸数

3．264

3．040

1．952

1．326

1．209

　436

　394

　140

　55
11，816

㈱　肉牛のうち韓牛96％，

　　　　　乳牛4％
『1995年農業センサス』による
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　農家副業として最も一般的である畜牛について，第6

表に肉牛飼育規模別畜産家戸数を示した。2万1445戸の

農家のうち，55％の1万1816戸が肉牛を飼っている。た

だしかし，畜産家の飼養頭数は1～2頭であり，1～4

頭が53％を占めている。多くの農家が農業の副業として

1～4頭の牛を飼っていることがわかる。5～14頭を飼

う畜産業者は合計4487戸で約38％を占めている。エサは

輸入飼料に頼らざるを得ず，ウオン安で，輸入エサ代が

高騰している。一方では需要の低迷で肉牛の価格が下落

しており，副業とはいえ，畜産業が家計を直撃している。

50頭以上を飼う畜産農家にとって，今日の肉牛の価格は

負債を増大させるのみである。

　’97年の資料によると（1。），慶州市の田地面積は1万753

0ヘクタール，畑7499ヘクタールで田地が70％を占める。

資料の「作物生産」の欄には，主穀の米を1万4201ヘク

タールで6万6745トン生産していると記している。反当

たり約470キログラムであり，ほぼ日本と同じくらいの

生産力とみてよい。慶州市の特用作物は松茸，柿，トマ

トであるが，これらの生産量は慶尚北道で最も多い。家

畜の項目にはう韓牛を1万771戸で7万3111頭，乳牛を4

39戸で1万3903頭，豚を240戸で6万8734頭，鶏を374戸

で1942羽飼育している。

英輔

第8表　1998年慶州市山内面の家畜数

7

家　　畜

韓牛

乳牛

肉牛

豚

牝

牡

牝

牡

牝

牡

山　羊

鶏

犬

養　蜂

数

2．704

　752

　150

　21

　120

　52
4．245

　608

　704

　523

975箱

第7表　1998年慶州市山内面の耕地規模別農家戸数

耕地規模 農家戸数 合計面積
O．2ha以下 82戸 16ha

0．2～O．5 215 103

0．5～O．9 417 354

0．9～1．5 432 561

1．5～2．5 175 350

2．5ha以上 37 107

計 1358 1，491

（注）有畜農家753戸，企業家1

　　慶州市発行パンフレットによる

資料は慶州市発行パンフレットによる

　調査対象の慶州市山内面の1998年農業関係資料をみて

みたい（1。〕。山内面は，戸数1707戸，人口4508人の山間の

農村である。全戸数の60％，1024戸が農家である（ここ

でいう「農家」とは専業農家を指すと思われ，後述の第

7表農家戸数は兼業農家を含めており，数字は当然異な

る）。耕地面積田632ヘクタール，畑855ヘクタール，果

樹園6ヘクタール，合計1494ヘクタールとなっている。

村内の主要農機具数は，耕転機615台，トラクター10台，

バインダー134台，コンバイン10台となっており，農業

の機械化はかなり進んでいる。第7表は耕地規模別農家

戸数をみたものである。O．9～1．5ヘクタールの規模が最

も多い。0．5～1．5ヘクタールの所有規模戸数は全体の63

％を占め，山内面での中核農家となっている。雇用労働

力を必要とする2．5ヘクタール以上の農家も37戸ある。

第8表は山内面の畜産数をみたものである。1024戸の専

業農家のうち，約75％の753戸が有畜農家である。その

主なものは，牛と豚であるが，以外と養蜂家が多い。

　慶州市の南西のはずれの山の麓にある山内面の役場か

ら山道を車で30分ほど登った標高470メートルのところ

に，調査対象地の牛羅　里と二里がある。

　山内面役場で得た牛羅里の現況を示す資料に基づいて，

牛羅里を概観すると，以下のことくである。牛羅一里は

43世帯，101人の里で，農家戸数39戸，水田15ヘクター

ル，畑23ヘクタールの耕地を擁する。二里は81世帯，

195人の里で，農家戸数65戸，水田13ヘクタール，畑24

ヘクタールを擁する。世帯，人口はいずれも二里が一里

のほぼ二倍であるが，いずれもほとんどが農家であるに

もかかわらず，一里と二里の耕地面積はほぼかわらない。

そのかわり，二里は韓牛，黒山羊の頭数が多く，養蜂家

もいる。具体的にみると，一里では大半の35戸で米作を

しており，その他15戸で白菜を4．1ヘクタール栽培し，

6戸でブドウ1．5ヘクタールを栽培している。また，18

戸で韓牛63頭を飼っている。一方，二里は60戸で米作を

おこない，15戸，2．8ヘクタールで白菜を作っている。

畜産にっいては，24戸で韓牛180頭を飼い，10戸で黒山

羊486頭を飼っている。また，8戸で116箱の養蜂を行っ

ている。

　所得現況をみると，一里の主な所得源は5割が米，他

に韓牛，白菜，ブドウと続く。’96年まで3割を韓牛で
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占めていたが，’97年以降韓牛飼育経営は赤字である。

一軒当たり年間平均所得は650万ウオンとかなり低い。

これはいわば現金収入で，食料などはほとんど買わなく

てすむため生活できるということである（面長の説明に

よると49才の公務員の年間所得は2500万ウオンであると

いう）。

　二里の所得源は米，韓牛，白菜，黒山羊，養蜂であり，

一軒当たり年間平均所得は500万ウオンと一里よりかな

り低い。世帯数に比して田畑が少ないことによるが，韓

牛飼育数が多いことから韓牛価格の暴落が二里の人々の

生活をさらに苦しめ，負債を多くしていた。

　牛羅二里にはかって中里，上里，ヒリミキなと6部落

があり，20年前には1000人以上の人口を擁していた。し

かし’97年には5部落195人に減少している。慶州市から

上里までハスが1日3往復するが，一里とともに孤立し

た村になっている。農業機械として，耕転機を持ってい

る人もいるが，棚田が多く，あまり有効ではない。子供

に農業を継がせたいと思っている人は少なく，多くの人

は無理をしてでも子供に大学進学させる。大学に進学さ

せると年間1000万ウオンかかる。年問現金収入が500万

ウオンであるから，当然借金に頼ることになる。従って

今日2000万ウオン以上の負債を抱える農家も少なくない

という。

　’70年代のセマウル運動が展開された時は，道路も拡

張し，生活改善運動のなかで家を建て直したりした。セ

マウル婦人会では政府から資金を借りて韓牛を肥育し，

また畑を借りて皆で耕し、そこで得た収益をセマウル運

動の費用に使っていた。村の集会所の机など備晶は，こ

れら共同事業によって得た収益で買ったものである。し

かしセマウル運動も政府の援助がなくなって次第に衰退

していった。

　一里の里長金基鉱氏（63才）は，母と妻，農業大学卒

業の29才の長男と暮らしているが，田1町歩，畑8反を

耕し，韓牛3頭を肥育している。米は1カマス（1俵）

80キロで，14～15万ウオンの粗収入になるが，それほど

良い収益ではない。韓牛は500キロの成牛は’96年でキロ

あたり4000ウォン以上し，2～3年肥育した韓牛で高い

ものは400万ウォンした時もあった。しかし今キロ当た

り3000ウオン前後であり，1頭150～200万ウォンである。

エサ代に年間50万ウオンかかるので，経営上大変苦しい。

今最も安定した収入になるのは高冷地野菜である。

　二里の崔賢植氏（40才）は，妻と10才の長女（小学校

3年生），7才の長男（小学校1年生）の4人家族であ

る。崔氏は田2500坪，畑2000坪を所有し，韓牛30頭（成

牛15頭，子牛15頭）を飼い，25箱の養蜂を行っている。

畑では主に白菜を作っているが，韓牛の暴落で経営は大

きな赤字になっている。

（五）慶尚南道陳川郡の農業

島根県と慶尚南道とは双方とも同じように過疎問題を

抱えており，姉妹都市定契を結んでいる。さらに島根大

学と慶尚大学とも交流協定を結んでいる。そこで我々は

慶尚大学の援助を得て，1997年9月慶尚南道の中山問地

域の調査を行うことができた。現地に入るまえに慶尚南

道陳川郡庁を訪れ，企画臣と査室長崔日成氏に陳川郡の現

状を詳しく聞いた。ここではその成果を過疎問題，農業

問題にしほり言及して，この時入手した統計資料の紹介

をしておきたい。

陳川郡庁には本庁職員が300人，16ある面の職員が600

人，合計900人の郡庁職員がいる。面の職員は郡で採用

し，他の面へも転勤する。従って，面は郡の補助機関，

日本の支所のようなものである。郡の人口は，1969年に

19万8000人であったが，1996年にはわずか6万8000人に

減少している。27年間で13万人，66％も減少しているの

である。その推移をみると，1983年にはすでに10万9000

人に減少しているが，その後も減り続け，’86年9万

3000人，’91年7万2000人，’96年6万8000人である（。。〕。

　人口減少の要因として，陳川タムの建設により，2万

人の立ち退き⑧人口流出があるが，農村カ）ら都市への労

働力の流出が人口減少の主なものであることは言うまで

もない。人口流出の形態も時代的変化があり，1960年代

までは，はじめに1人で都市へ出稼ぎに行き，所得が向

上したところで家族を呼ぶ，というパターンが多かった

が，その後，はじめから挙家離村の形態が増えていると

いう。

　崔企画臣と査室長が人口流出対策として提言しているも

のを紹介しておきたい。第1に，現在8000人が学生とし

て郡を出ている。これは無視できない数であり，農村に

文教機関翁大学を設立し，若者の流出を防ぐべきである。

第2に，郡内で事業を起こすとき，借入金の利子の一部

を郡が補助し，企業誘致を計るべきである。第3に，農

産物を消費者のアパートなどに産地直送できるよう，車

両を郡が提供できるようにしたらよい。以上が崔室長の

意見である。第1の点にっいては，道庁や市庁，他郡庁

でもよく聞かされた。道の中心地に大規模すぎる大学が

あるので，中小規模の大学を分散させて設置すべきだと

いうのであろうが，一朝一夕にできるものではなく，簡

単ではない。第2，第3にっいては，企業誘致等，農村

振興の政策として，予算の裏付けがあれば，実行される
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べきである。

　郡の議会制度は’91年にでき，群守（郡長）を選挙で

選ぶ選挙制度は’95年6月にできたものである。地方自

治制度の歴史の浅さから，郡独自の施策もまだないとい

うことであった。農業所得税がほとんどなく，このよう

な農村地帯での自主財源は少なく，陳川郡の自主財源は

16．9％で，他は交付金，補助金に依存する財政構造になっ

ていた。

　さてそれでは具体的に農業の実状をみてみたい。陳川

郡は983平方キロの郡の面積の70％以上を山林で占めて

おり，専業農家と兼業農家の比率は70対30である。農地

は，’69年には1万3000ヘクタールあったが，’95年には

9900ヘクタールとなり，3100ヘクタールも減少してい

る（。ユ〕。減少した土地は耕作が放棄されて，休耕地あるい

は荒地になっていったものとおもわれるが，生産力の低

い山地などがその主なものであると推定される。このよ

うに耕地が減少したにもカ）かわらず，一戸当たりの平均

耕作面積は，’60年代には0．67ヘクタールであったが、

’95年には1．3ヘクタールになっている。激しい人口流出

によって一戸当たり耕地面積は増えたのである。さて，

耕地は70％が水田，30％が畑地になっている。従って陳

川郡の農業の中心は稲作農業である。196年の陳川郡食

糧作物別生産量をみると，米穀4万4550トン（733％），

野菜7785トン（131％），麦7466トン（125％），豆1502

トン（2．5％），雑穀314トン（O．5％），となっている。

かっては畳表や座布団の原料である藺草を特産物として

いたが，今日ではほとんど作らなくなっている｛。。〕。一方，

副業として牛、豚，鶏の畜産業も年々その規模を拡大さ

せている。’86年の陳川郡の家畜数をみると，牛3万

6170頭，豚4万3626頭，鶏4万1125羽となっているが，’

95年にはこれが4万1263頭，9万5591頭，25万373羽に

ふえているのである。

　このように，陳川郡の農業は自給自足的稲作農業と副

業としての畜産業という伝統からそれほと変化していな

い。そして米価が停滞し，’97年以降の高度経済成長の

破綻によって人々の食生活のなかから牛肉が減少してい

き，韓牛の価格は暴落して，畜産を副業としている農家

の経済を崩壊させている。

　第9表は韓牛（成牛．牡．500kg）の価格変遷をみた

ものである。生産者は，ウォン安で輸入価格が高くなり，

輸入量が少なくなって，韓牛の価格があがると期待して

いたが，韓牛の消費は伸びず，予想ははずれた。農林部

は1998年2月5日，飼料の伍格が引き上げられ，不況に

よって牛肉の消費が減少して韓牛価格が下落しているた

め，韓牛産業経営安定対策をたてた。この対策によると，

英輔 9

韓牛㊧牡の買収頭数を現在の1日200～250頭から500頭

の水準に引き上げ，買収対象家畜市場も38カ所から70カ

所に拡大する。しかし，買収価格は韓牛箇牡噛500kgの

水準1頭当たり220万ウォンで，1月の240万ウォンより

20万ウォン下げている。畜産協同組合の1998年の予想価

格は278万2千ウォンであったが，6月時点の全国平均

価格は15ρ万ウォンより安い。

第9表　韓牛価格の変遷

　　　　　　（成牛．牡．500kg）

年　月

1996．

1997．

1998．

2
．

4
．

6
．

9
．

12．

2
．

4
．

6
．

9
．

12．

2
．

4
．

6
．

価　　格

319．5万ウォン

292．6

251．4

286．5

265．7

245．0

241．1

241．7

249．4

227．6

214．8

210．1

189．1

資料　韓国「農民新聞」1998．6．3と1998．6．29

　　　（農業協同組合中央会提供資料と

　　　産地家畜市場の調査資料による）

　さて，前述の崔企画臣と査室長は，農村経済の停滞を打

開するために，農業構造を変える必要があるという。す

なわち稲作と畜産の農業経営を稲作と施設園芸による果

樹栽培に転換すべきであると主張していた。米は主食で

あり，価格は停滞しているが，需要が安定していること

から，若い労働力にあまり期待できない現状ではそれほ

と労力を必要としない稲作がラやはり農業の中心となら

ざるをえない。そして一方で，高価格を期待して，果樹，

花卉栽培をてがけるべきであるという。大都市近郊のメ

ロン栽培や花，野菜なとの施設園芸農業が高収入を得て

いることに注目しているわけだが，消費市場の遠い農村

でこれが成功するかどうか難しいところである。陳川郡

の農業の苦悩を伺い知ることができる。

　陳川郡では農業以外の仕事を副業として増やす努力も

していた。農工団地をっくり，機械製造，繊維，セメン

ト，レンガ，土石などに関する企業が誘致されていた。

また，タムがあり，観光地としての発展も期待されてい



10 韓国中山間地域における農業と畜産業

る。しかしこれらも人口の流出を止め，若い労働力を呼

び戻す力にはまだなっていない。

おわりに

　1997年11月以降，韓国はI　MFの支援下に入り，高度

経済成長政策の修正時期にある。従って，ここ1～2年，

韓国経済がとのような方向へ向かうか注目される。ただ，

今日の韓国農業について一般的に言えることは，もはや

伝統的稲作農業と副業的畜産業のみに頼っていては発展

的に収益をあげることはできないということである。従っ

て都市周辺では近郊野菜，メロンなどの果樹栽培，園芸

施設による農業が盛んになっている。山問地でもリンゴ，

ブドウ，ナツメなどが多く栽培されていた。しかし，過

疎化の著しい中山間地域は消費地から遠く，農作物の輸

送コストも高くっき，価格情報も少なく，競争に不利で

ある。従って稲作中心主義からの脱却がなかなか難しい。

　今回の主な調査地は、過疎化の著しい中山間地域とし

ての慶尚北道金泉市大徳面と同慶州市山内面牛羅里，さ

らに慶尚南道陳川郡である。これらの中山間地域農業は，

伝統的な稲作と副業としての畜産業を主とし，積極的な

農家がタマネギや高冷地野菜を栽培していた。しかし，

米価は停滞し，韓牛の価格が暴落している今日，これら

の地域の農民は将来的展望を持ち得ていないのが現実で

ある。彼等の多くは老齢化しているから，子供の教育費

を負担しなけれはならない農家が少なく，問題がそれほ

ど顕在化していない。中山間地域農村をどうするかは，

単に経済的面からだけで判断できるものではない。治山

治水や環境問題を含めて，国が総合的に政策判断すべき

部分もあるが，基本的には住民の主体的意志の下に，そ

の方策をさぐらねばならない。

注

（7）池夏『韓国林政史』（ソウル明秀社，1964年，32

　　頁）

（8）谷浦前掲論文注（7）によると，1964年当時，太白山

　　脈など主要河川の水源地帯を中心に約17万人の火田

　　民の存在が確認されていた（江原道『江原産業』

　　1967）

（9）農水産統計情報室「生産統計」（『農林水産主要東
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（11）同上

（12）鶏の羽数に疑問を持ったが，金泉市のパンフレッ

　　トと『金泉市統計年譜』とそれほど大きな差異はな

　　かった

（13）1997年金泉市発行パンフレット（1995年統計）

（14）大徳面役場資料「主要現況」

（15）　1990年『AGRICULTSURAL　CENSUS』10．

　　KYONGSANGBUKUDO
（16）　これらの数字は面長室に掲示されていたもので，’

　　97年，’98年とも同じ数字であった

（17）　中山里では，農業経営に関する詳しいアンケート

　　の悉皆調査を面役場の協力で行うことができた。そ

　　の調査分析の報告は他の調査員によって行われる予

　　定である

（18）1998年『慶州』（慶州市発行の59頁の慶州市概況

　　ノぐンフレット）

（19）　山内面役場の面長室に掲示してある資料による

（20）『陳川生活案内』

（21）　ただし，『陳川生活案内』では’96年の水田は1万

　　1653ヘクタール，畑5193ヘクタールとなっている

（22）藺草は稲の裏作として作られた。その際，稲は晩

　　稲の晶種で，稲作をおそくはじめた。また，畳表と

　　ザフトンでは原料としての藺草の種類は異なり，二

　　種類を作っていた

（1）　中山間地域とは，農林水産省が農林統言十に用いる

　　地域区分の「中山間地域」及び「山間農業地域で，

　　自然的立地的条件を主たる分類指標として，耕地率

　　20％未満で，林野率50％以上の地域をいう。

（2）平塚貴彦「島根県における中山間地域農業の新展

　　開に向けて」（『山陰の経済』Nα154．1998年7月）

（3）同上
（4）　島根農林統計協会『島根農林水産統言十年報』（平

　　成8～9年）

（5）『農林水産主要統計表』（農水産統計情報室資料）

（6）『アジア経済』X皿一10（1980．10）

（付記）本稿作成にあたり，韓国地域を専門にしておら

　れる文化人類学の鈴木文子氏に大変お世話になり，

　種々のご教示をいただいた。また，慶尚北道大学生

　で島根大学に留学していた鄭盛元君，李世玲さんに

　は韓国資料の翻訳でお世話になった。記して謝した

　い。


